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 近年、柔らかい基材の上に作製される電子デバイス（フレキシブルエレクトロニクス）への関心が

高まっている[1, 2]。これまで我々は、高分子フィルムを熱分解によりグラファイト化したシート

（PGS グラファイトシート[3]）に対して機械的剥離法[4]を適用することにより、テープ上に薄いグラ

ファイトの細線を簡易作製し、その通電下の発熱動作を観察することでマイクロヒーターとしての

可能性を検討してきた[5]。今回は、テープ上に作製した薄膜グラファイト細線がフレキシブルであ

ることに着目し、薄膜化したグラファイト細線の変形に対する電気的特性の変化を検討した。 

 はじめに、PGS グラファイトシートから長さ 45 mm、幅 1 mm のグラファイト細線を作製し、さ

らに、機械的剥離法により細線の厚さを 3 m 程度に薄膜化した。その後、サンプルを長手方向に曲

げ、その際の抵抗値を室温・大気中で測定した。図 1 に、曲率半径を 25 mm から 5 mm まで変化さ

せた際の抵抗値の変化率 ΔR/R0（R0：曲げていない状態の抵抗値、R：曲げた際の抵抗値、R-R0=ΔR）

を示す。また、図 1 の挿入図に、本サンプルを曲げた際の画像を示す。図 1 より、曲げられたグラ

ファイト細線の曲率半径が小さくなるにつれて、抵抗の変化率が増大することが確認できる。多層

のグラフェンからなる歪みセンサーにおいては、曲がることでグラフェンに構造的な変化が生じ抵

抗値が増大することが報告されている[6]。これより、今回作製した薄膜グラファイト細線において

も、同様の現象が発生していると考えられる。以上より、PGS グラファイトシートからテープ上に

作製した薄膜グラファイト細線は、従来よりもはるかに簡易かつ低コストで作製可能な歪みセンサ

ーとして、フレキシブルエレクトロニクスへの適用が可能であると考えられる。 
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Fig. 1 Resistance changes of a thin graphite wire as a function of bending radius. The inset shows an 
optical image of the thin graphite wire. 
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